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1. はじめに

  日本語のオノマトペの意味･用法をみると、たとえば｢うきうきする｣と｢わくわくする｣、｢よろよろ

歩く｣と｢よちよち歩く｣、｢がつがつ食べる｣と｢むしゃむしゃ食べる｣、｢にこにこ｣と｢にやにや｣、｢

へとへと｣と｢べとべと｣のように両者の使い分けが難しいもの、｢ごろごろ｣1)のように複数の意

* 本論文は2012年度金剛大學校の研究費で研究されたものである。  

**金剛大學校 副教授 日本語學
1)三上京子(2007:44)では｢ごろごろ｣の意味･用法について以下の例を挙げて説明している。

 ｢雷がごろごろ鳴る｣、｢猫がごろごろのどを鳴らす｣、｢ごろごろうがいをする｣、｢お腹がごろごろする｣、

｢荷物が背中にごろごろ たる｣、｢目にごみが入ってごろごろする｣、｢岩がごろごろ転がり落ちる｣、

｢河原に石がごろごろある｣、｢袋からりんごがごろごろ転がり出た｣、｢休日に家でごろごろする｣、｢仕

事もしないでごろごろしている｣、｢英語ができる人がごろごろいる｣
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味･用法を持っているもの、また音節数においても｢ふ｣、｢がさ、ぴん｣、｢きらり、ぺろり｣、｢

じわじわ、どきどき｣、｢べちゃんこ、ぞろぞろっ｣、｢びしょびしょ、ぐでんぐでん｣、｢けんけんほ

ろろ、すってんころり｣、｢かったんこっとん、えっちらおっちら｣のように多様なものが存在する。

　さらに形態的にみると、たとえば｢あっさり、がっかり、ぐっと、ざっと｣のように促音(っ)を伴う

もの、｢がんがん、きちんと、どんどん、のんびり｣のように撥音(ん)を伴うもの、｢ぎょろり、し

わくちゃ、めちゃくちゃ｣のように拗音(ゃ･ゅ･ょ)を伴うもの、｢ちーん、うわーん、びゅーん｣のよ

うに長音(ー)を伴うもの、｢いらいら、げらげら、すらすら、ぺこぺこ｣のように反復形のも

の、｢くるくる/ぐるぐる、そろそろ/ぞろぞろ、はらはら/ばらばら｣のように清音と濁音の対立のも

のなどがある。

　以上のように、オノマトペの中にはその意味･用法が非常に類似しているもの、かなり広い

意味･用法を持っているもの、また形態的にも色々な形態のものが見られる。本稿では、特

に反復形オノマトペの形態的な特徴について考察を行うことにする。

2. 先行研究

　オノマトペに関する従来の研究をみると、澤田信恵(2004)、李仁淳(2005)、崔聖坤

(2005)、三上京子(2007)、有賀千佳子(2007)、石黒圭(2008)、田守育啓(2008)、中

里理子(2008)、金昌男(2011)などがある。このうち、オノマトペの形態について、石黒圭

(2008:.25-26)は2)、｢Ot形態(さっ、きっ、ぷっ)、On形態(ばん、つん、でん)、OOt形

態(ぽきっ、がくっ、ぱちっ)、OOr形態(ぱたり、ぽとり、さらり)、OOn形態(ごろん、ぽき

ん、どかん)、反復形態(がんがん、からんからん、ばちゃばちゃ)、OtOr形態(びっしり、

すっぽり、きっちり)、OnOr形態(こんがり、ぼんやり、にんまり)｣のように8つの形態を挙げて

いる。それに対し、崔聖坤(2005:563)では、｢O形態、Ot形態、On形態、O-形態、

O-t形態、O-n形態、OtOt形態、OnOn形態、O-O-形態、OO形態、OOt形態、

OOr形態、OOn形態、OtO形態、OnO形態、OtOr形態、OnOr形態、OOの反復形

態、OO変形態Ⅰ、OO変形態Ⅱ、OO変形態Ⅲ、OOnの反復形態、OtOの反復形態

｣のように23形態を挙げている。

2)石黒圭(2008:.25-26)の原文では、｢Oっ(さっ、きっ、ぷっ)、Oん(ばん、つん、でん)、OOっ(ぽ

きっ、がくっ、ぱちっ)、OOり(ぱたり、ぽとり、さらり)、OOん(ごろん、ぽきん、どかん)、反復形(がん

がん、からんからん、ばちゃばちゃ)、OっOり(びっしり、すっぽり、きっちり)、OんOり(こんがり、ぼんや

り、にんまり)｣のように書いてあるが、本稿では統一のため、｢Oっ｣は｢Ot｣、｢Oん｣は｢On｣、｢OOっ｣は｢

OOt｣、｢OOり｣は｢OOr｣、｢OOん｣は｢OOn｣、｢反復形｣はそのまま｢反復形｣、｢OっOり｣は｢OtOr｣、｢

OんOり｣は｢OnOr｣で表す。なお、本稿では｢O｣は仮名一文字を指し、また促音(っ)は｢t｣、発音(ん)は

｢n｣、仮名｢り｣は｢r｣、長音(-)は｢-｣、拗音(や･ゆ･よ)は｢y｣で表すことにする。
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　以上、両氏が挙げている例の中から反復形オノマトペをみると、石黒圭(2008)では｢On

の反復形態(がんがん)、OOnの反復形態(からんからん)、OOyの反復形態(ばちゃば

ちゃ)｣3)を挙げているのに対し、崔聖坤(2005)では｢OOの反復形態、OOnの反復形態、

OtOの反復形態｣を挙げている。

　また三上京子(2007:44)は、｢基本オノマトペ｣4)の試案として70語を挙げているが、この

中には反復形オノマトペが32語(45.71％)含まれている。この32語は｢いらいら、うろうろ、

がたがた、がやがや、からから、きらきら、くるくる、ぐるぐる、げらげら、ごろごろ、ざあざ

あ、さらさら、じろじろ、すらすら、そろそろ、ぞろぞろ、どきどき、にこにこ、のろのろ、ば

たばた、はらはら、ばらばら、ぴかぴか、ふらふら、ぶらぶら、ぶるぶる、ぺこぺこ、ぺら

ぺら、わくわく｣の｢OOの反復形態｣と、｢がんがん、どんどん｣の｢Onの反復形態｣、また｢

ぎりぎり｣の｢Orの反復形態｣の3つの形式に分類できる。

　以上のように、反復形オノマトペについては幾つかの研究がなされているが、これらの研

究で考察したオノマトペの数はごく限られている。そこで、本研究ではできるだけ数多くの反

復形オノマトペを対象に考察を行い、反復形オノマトペの形態的な特徴を明らかにする。

3. 研究資料及び方法

　まず本稿で取り扱った研究資料については、比較的に語彙数も多く、また広く使用されて

いる「山口仲美(2003)『暮らしのことば擬音･擬態語辞典』(以下、「山口仲美(200

3)」と呼ぶことにする。)」を資料とした。

　また研究方法については、まず山口仲美(2003)に収録されている2.033語の中に反復形

オノマトペはどれくらいあるかを考察する。また反復形オノマトペはどのような形態のものがある

かを考察する。さらにこれらを類型別に分類し、各類型別にどれくらいの数があるかを明ら

かにする。

3)石黒圭(2008)では反復形態の例として｢がんがん、からんからん、ばちゃばちゃ｣を挙げているが、本

稿ではこれらを｢Onの反復形態(がんがん)、OOnの反復形態(からんからん)、OOyの反復形態(ば

ちゃばちゃ)｣のように書き直したわけである。
4)三上京子(2007:44)で｢基本オノマトペ｣の試案として挙げている70語は以下の通りである。なおこの

70語に絞った基準については原文を参照されたい。

 あっさり、いらいら、うっかり、うろうろ、うんざり、がたがた、がっかり、がやがや、からから、がん

がん、きちんと、ぎっしり、きらきら、ぎりぎり、ぐっすり、ぐっと、くるくる、ぐるぐる、げらげら、こっそ

り、ごろごろ、ざあざあ、さっさと、さっと、ざっと、さっぱり、さらさら、しっかり、じっくり、じっと、じろ

じろ、すっかり、すっきり、すっと、すらすら、ずらり、そっくり、そっと、そろそろ、ぞろぞろ、たっぷ

り、ちゃんと、どきどき、どっと、どんどん、にこにこ、のろのろ、のんびり、ばたばた、はっきり、ばっ

たり、はっと、ぱっと、はらはら、ばらばら、ぴかぴか、びっくり、ぴったり、ふと、ふらふら、ぶらぶ

ら、ぶるぶる、ぺこぺこ、ぺらぺら、ぼうっと、ほっと、ぼんやり、めちゃくちゃ、ゆっくり、わくわく
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形式 例 語彙数
～O反復形(435)

の中の割合(％)

反復形全体(777)

の中の割合(％)

1) OO反復形 あざあざ 398 91.49 51.22

2) O-反復形 きーきー 33 7.59 4.25

3) OOO反復形 うつらうつら 3 0.69 0.39

4) O-O-反復形 ぴーぽーぴーぽー 1 0.23 0.13

計 4形式 435 100 55.98

4．考察及び分析

　今回の考察結果をみると、｢山口仲美(2003)｣に収録されている2.033語のうち反復形オノ

マトペは777語で38.22％を占めている。さらにこの777語を形態的に分類すると、｢OO反復

形、OOr反復形、OOy反復形、On反復形、OyO反復形、O-反復形、OOn反復

形、Or反復形、Ot反復形、OtO反復形、Oyn反復形、Oy-反復形、Oyt反復形、

OOt反復形、OtOn反復形、Oyr反復形、OyOr反復形、OOO反復形、O-n反復

形、OtOr反復形、OyOn反復形、OOy-反復形、OytO反復形、OnO反復形、

OOyn反復形、O-O-反復形、OtOO反復形、Oy-O反復形、OyO-反復形、Oy-n

反復形、OynOr反復形｣の31形式に分類できる。

　またこの31形式を類型別に再分類すると、以下の6形式にまとめることができる。

1)｢～O形の反復形｣：｢OO反復形、O-反復形、OOO反復形、O-O-反復形｣

2)｢～y形の反復形｣：｢OOy反復形、OyO反復形、Oy-反復形、OOy-反復形、

Oy-O反復形、OyO-反復形｣

3)｢～r形の反復形｣：｢OOr反復形、Or反復形｣

4)｢～n形の反復形｣：｢On反復形、OOn反復形、O-n反復形、OnO反復形｣

5)｢～t形の反復形｣：｢Ot反復形、OtO反復形、OOt反復形、OtOn反復形、OtOr

反復形、OtOO反復形｣

6)｢～yn/yt/yr形の反復形｣：｢Oyn反復形、OyOn反復形、OOyn反復形、Oy-n

反復形、OynOr反復形、Oyt反復形、OytO反復形、Oyr反復形、OyOr反復形｣

　以下で、この6形式それぞれについて詳細に考察していくことにする。

4.1 ｢～O形の反復形｣

　まず｢～O形の反復形｣の｢OO反復形｣｢O-反復形｣｢OOO反復形｣｢O-O-反復形｣の

それぞれの語彙数と割合をみると<表1>のようになる。

 <表1>｢～O形の反復形｣の形式及び語彙数
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形式 例 語彙数
｢～O形の反復形(435)｣

の中の割合(％)

1) OO反復形(398語)

①  ｢清音+清音｣反復形 いそいそ 174 40.00

②  ｢濁音+清音｣反復形 がくがく 115 26.43

③  ｢清音+濁音｣反復形 あざあざ 43 9.89

④  ｢半濁音+清音｣反復形 ぱきぱき 37 8.51

⑤  ｢濁音+濁音｣反復形 がじがじ 21 4.83

⑥  ｢清音+半濁音｣反復形 かぱかぱ 7 1.61

⑦  ｢濁音+半濁音｣反復形 ごぽごぽ 1 0.23

2) O-反復形(33語)

①  ｢清音ー｣反復形 せーせー 17 3.91

②  ｢濁音ー｣反復形 ざーざー 13 2.99

③  ｢半濁音ー｣反復形 ぴーぴー 3 0.69

3) OOO反復形(3語)

 ｢清音+清音+清音｣反復形 ひとくひとく 3 0.69

4) O-O-反復形(1語)

 ｢半濁音ー+半濁音ー｣反復形 ぴーぽーぴーぽー 1 0.23

計 435 100.01

　<表1>をみると、｢～O形の反復形｣の4形式の語彙数は435語で反復形全体(777語)の

中で55.98％を占めている。それぞれの形式をみると、｢～O形の反復形｣の435語の中で｢

OO反復形｣が398語で91.49％を占めている5)。次に｢O-反復形｣が33語(7.59％)、｢

OOO反復形｣が3語(0.69％)、｢O-O-反復形｣が1語(0.23％)である。このことから、｢

OO反復形｣の例が他の3つの形式に比べて圧倒的に多いことがわかった。さらに｢OO反復

形｣の例は反復形全体の31形式の中でもっとも多く見られている。

　次に｢～O形の反復形｣の清音･濁音･半濁音の組み合わせについてみると<表2>の通り

である。

 <表2>｢～O形の反復形｣の清音･濁音･半濁音の形式及び語彙数

　上記の<表2>をみると、｢OO反復形｣は398語のうち｢清音+清音｣反復形の例が174語

で40％を占めている。次に｢濁音+清音｣反復形が115語(26.43％)、｢清音+濁音｣反復

形が43語(9.89％)、｢半濁音+清音｣反復形が37語(8.51％)、｢濁音+濁音｣反復形が21

語(4.83％)の順に見られている。また｢O-反復形｣の場合は33語のうち｢清音ー｣反復形が

17語(3.91％)でもっとも多く、次に｢濁音ー｣反復形が13語(2.99％)、｢半濁音ー｣反復形

5)閔祗英(2009:70)では、小学校の国語教科書からの用例を通して考察を行っているが、その結果に

おいても反復形オノマトペ(ABAB型)が他の形式に比べて圧倒的に多い。また三上京子(2007:44)で

挙げている70語の｢基本オノマトペ｣の中にも｢OO反復形｣の例が32語でもっとも多く見られている。
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が3語(0.69％)である。さらに｢OOO反復形｣は3語とも｢清音+清音+清音｣反復形で、｢

O-O-反復形(1語)｣は｢半濁音ー+半濁音ー｣反復形である。この結果から、｢OO反復

形｣は｢清音+清音｣反復形の例がもっとも多く、次に｢濁音+清音｣反復形が多く見られてお

り、また｢O-反復形｣は｢清音ー｣反復形の例がもっとも多いことがわかった。

　以下で｢～O形の反復形｣の各形式の例を挙げておく。

1)OO反復形(398語)

 ①｢清音+清音｣反復形(174語): いそいそ、いらいら、うかうか、うきうき、うとうと、うねうね、

うはうは、うようよ、うらうら、うるうる、うろうろ、うんうん、おいおい、おうおう、おたおた、お

ちおち、おめおめ、おろおろ、かさかさ、かすかす、かたかた、かちかち、かつかつ、かな

かな、からから、きこきこ、きしきし、きちきち、きらきら、きろきろ、くいくい、くさくさ、くすく

す、くたくた、くつくつ、くねくね、くよくよ、くらくら、くるくる、けたけた、けらけら、けろけろ、

こくこく、ここここ、こせこせ、こそこそ、こちこち、こつこつ、こてこて、ことこと、ころころ、さ

くさく、さやさや、さらさら、さわさわ、しおしお、しくしく、しこしこ、しとしと、しなしな、しわし

わ、すいすい、すかすか、すくすく、すけすけ、すたすた、すやすや、すらすら、するす

る、せかせか、そよそよ、そろそろ、そわそわ、たらたら、たをたを、ちかちか、ちくちく、ち

ちちち、ちまちま、ちよちよ、ちらちら、ちろちろ、つかつか、つけつけ、つやつや、つるつ

る、てかてか、てくてく、てふてふ、てらてら、とくとく、とことこ、とととと、とろとろ、なみな

み、なよなよ、にこにこ、にたにた、にやにや、ぬくぬく、ぬけぬけ、ぬめぬめ、ぬらぬら、

ぬるぬる、ねちねち、ねとねと、のこのこ、のそのそ、のろのろ、はいはい、はきはき、はた

はた、はらはら、ひかひか、ひくひく、ひしひし、ひそひそ、ひたひた、ひやひや、ひよひよ、ひ

らひら、ふかふか、ふくふく、ふさふさ、ふつふつ、ふはふは、ふらふら、ふわふわ、へこへ

こ、へたへた、へとへと、へなへな、へらへら、へろへろ、ほいほい、ほかほか、ほくほ

く、ほやほや、ほろほろ、みしみし、みすみす、むかむか、むくむく、むちむち、むらむら、

めきめき、めそめそ、めためた、めらめら、めろめろ、もうもう、もくもく、もこもこ、もさもさ、も

そもそ、もたもた、もちもち、もやもや、やきやき、やすやす、やはやは、やわやわ、ゆさゆ

さ、ゆらゆら、ゆるゆる、よたよた、よちよち、よれよれ、よろよろ、れろれろ、わいわい、わく

わく、わさわさ、わなわな 

 ②｢濁音+清音｣反復形(115語): がきがき、がくがく、がさがさ、がしがし、がたがた、がち

がち、がつがつ、がみがみ、がやがや、がらがら、ぎくぎく、ぎこぎこ、ぎしぎし、ぎすぎ

す、ぎちぎち、ぎとぎと、ぎらぎら、ぐいぐい、ぐさぐさ、ぐすぐす、ぐたぐた、ぐつぐつ、ぐらぐ

ら、ぐるぐる、げたげた、げほげほ、げらげら、げろげろ、ごくごく、ごしごし、ごそごそ、ご

たごた、ごちごち、ごてごて、ごつごつ、ごとごと、ごはごは、ごほごほ、ごろごろ、ごわご

わ、ざらざら、ざくざく、ざわざわ、ざるざる、じくじく、じとじと、じめじめ、じろじろ、じわじ

わ、ずいずい、ずかずか、ずきずき、ずけずけ、ずしずし、ずたずた、ずらずら、ずるず

る、ぞくぞく、ぞろぞろ、だくだく、だらだら、でかでか、でくでく、でこでこ、でれでれ、ど

うどう、どかどか、どきどき、どくどく、どさどさ、どしどし、どすどす、どたどた、どやどや、ど

ろどろ、ばかばか、ばきばき、ばさばさ、ばしばし、ばたばた、ばちばち、ばてばて、ばら

ばら、びくびく、びしびし、びたびた、びちびち、びらびら、ぶうぶう、ぶかぶか、ぶくぶく、

ぶすぶす、ぶつぶつ、ぶよぶよ、ぶらぶら、ぶるぶる、ぶわぶわ、べこべこ、べたべた、

べとべと、べらべら、べろべろ、ぼかぼか、ぼきぼき、ぼくぼく、ぼこぼこ、ぼさぼさ、ぼそ

ぼそ、ぼたぼた、ぼちぼち、ぼつぼつ、ぼてぼて、ぼとぼと、ぼやぼや、ぼろぼろ
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形式 例 語彙数
～y反復形(106)

の中の割合(％)

反復形全体(777)

の中の割合(％)

1) OOy反復形 かちゃかちゃ 50 47.17 6.44

2) OyO反復形 しゃぶしゃぶ 39 36.79 5.02

3) Oy-反復形 ぎゅーぎゅー 13 12.26 1.67

 ③｢清音+濁音｣反復形(43語): あざあざ、あぶあぶ、いがいが、いじいじ、うざうざ、うじうじ、

うずうず、うだうだ、おずおず、おどおど、おぼおぼ、きざきざ、きびきび、くだくだ、くどく

ど、けざけざ、けばけば、さばさば、しげしげ、しずしず、すがすが、すごすご、すべす

べ、たじたじ、ちびちび、つべつべ、とげとげ、とぼとぼ、ねばねば、のびのび、ふがふ

が、まごまご、まざまざ、まじまじ、むざむざ、むずむず、もがもが、もぐもぐ、もごもご、もじも

じ、もぞもぞ、ゆぶゆぶ、よぼよぼ

 ④｢半濁音+清音｣反復形(37語): ぱかぱか、ぱきぱき、ぱくぱく、ぱさぱさ、ぱたぱた、ぱち

ぱち、ぱらぱら、ぴかぴか、ぴくぴく、ぴしぴし、ぴたぴた、ぴちぴち、ぴよぴよ、ぴらぴ

ら、ぷかぷか、ぷくぷく、ぷすぷす、ぷちぷち、ぷらぷら、ぷつぷつ、ぺかぺか、ぺこぺ

こ、ぺたぺた、ぺらぺら、ぺろぺろ、ぽいぽい、ぽかぽか、ぽきぽき、ぽくぽく、ぽこぽ

こ、ぽたぽた、ぽちぽち、ぽつぽつ、ぽてぽて、ぽとぽと、ぽやぽや、ぽろぽろ

 ⑤｢濁音+濁音｣反復形(21語): がじがじ、がばがば、がぶがぶ、がぼがぼ、ぎざぎざ、ぐず

ぐず、ぐだぐだ、ぐでぐで、ぐびぐび、げぶげぶ、ごぼごぼ、ざぶざぶ、じぶじぶ、ずだず

だ、ずばずば、ずぶずぶ、ずぼずぼ、だぶだぶ、だぼだぼ、でぶでぶ、どぶどぶ

 ⑥｢清音+半濁音｣反復形(7語): あぷあぷ、かぱかぱ、かぽかぽ、すぱすぱ、すぽすぽ、  

たぷたぷ、たぽたぽ

 ⑦｢濁音+半濁音｣反復形(1語): ごぽごぽ

2)O-反復形(33語)

 ①｢清音ー｣反復形(17語): かーかー、きーきー、くーくー、こーこー、さーさー、すーすー、

せーせー、ちーちー、つーつー、のーのー、はーはー、ひーひー、ふーふー、ほー

ほー、めーめー、もーもー、わーわー 

 ②｢濁音ー｣反復形(13語): がーがー、ぎーぎー、ぐーぐー、げーげー、ごーごー、ざー

ざー、じーじー、ずーずー、ぜーぜー、どーどー、びーびー、ぶーぶー、ぼーぼー

 ③｢半濁音ー｣反復形(3語): ぱーぱー、ぴーぴー、ぷーぷー

3)OOO反復形(3語)

  ｢清音+清音+清音｣反復形(3語): うつらうつら、えへらえへら、ひとくひとく

4)O-O-反復形(1語)

  ｢半濁音ー+半濁音ー｣反復形(1語): ぴーぽーぴーぽー

4.2 ｢～y形の反復形｣

　まず｢～y形の反復形｣6)の｢OOy反復形｣｢OyO反復形｣｢Oy-反復形｣｢OOy-反復形｣

｢Oy-O反復形｣｢OyO-反復形｣の語彙数と割合を示すと<表3>のようになる。

 <表3>｢～y形の反復形｣の形式及び語彙数

6)この｢～y形の反復形｣には｢～y～形の反復形｣も含まれている。
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4) OOy-反復形 おぎゃーおぎゃー 2 1.89 0.26

5) Oy-O反復形 にゃーごにゃーご 1 0.94 0.13

6) OyO-反復形 にゃごーにゃごー 1 0.94 0.13

計 6形式 106 100 13.64

形式 例 語彙数
｢～y形の反復形(106)｣

の中の割合(％)

1) OOy反復形(50語)

①  ｢濁音+清音y｣反復形 ごちゃごちゃ 22 20.75

②  ｢清音+清音y｣反復形 めちゃめちゃ 14 13.21

③  ｢半濁音+清音y｣反復形 ぽちゃぽちゃ 6 5.66

④  ｢濁音+濁音y｣反復形 ぐじょぐじょ 5 4.72

⑤  ｢清音+濁音y｣反復形 おぎゃおぎゃ 3 2.83

2) OyO反復形(39語)

①  ｢清音y+清音｣反復形 ちょこちょこ 21 19.81

②  ｢清音y+濁音｣反復形 しゃぶしゃぶ 6 5.66

③  ｢濁音y+清音｣反復形 じゃかじゃか 6 5.66

④  ｢濁音y+濁音｣反復形 じゃぶじゃぶ 2 1.89

⑤  ｢清音y+半濁音｣反復形 ちゃぽちゃぽ 2 1.89

⑥  ｢半濁音y+清音｣反復形 ぴょこぴょこ 2 1.89

3) Oy-反復形(13語)

①  ｢清音yー｣反復形 きゅーきゅー 7 6.60

②  ｢濁音yー｣反復形 じゃーじゃー 5 4.72

③  ｢半濁音yー｣反復形 ぴゅーぴゅー 1 0.94

4) OOy-反復形(2語)

 ｢清音+濁音yー｣反復形 おぎゃーおぎゃー 2 1.89

5) Oy-O反復形(1語)

 ｢清音yー+濁音｣反復形 にゃーごにゃーご 1 0.94

6) OyO-反復形(1語)

 ｢清音y+濁音ー｣反復形 にゃごーにゃごー 1 0.94

計 106 100

　上記の6形式の語彙数は777語のうち106語(13.64％)である。それぞれの形式をみると、

｢OOy反復形｣が50語で47.17％を占めており、次に｢OyO反復形｣が39語(36.79％)、｢

Oy-反復形｣が13語(12.26％)、｢OOy-反復形｣が2語(1.89％)の順に見られた。

　この結果から、｢～y形の反復形｣の場合は｢OOy反復形｣の例がもっとも多く、次に｢

OyO反復形｣が多いことがわかった。

　また清音･濁音･半濁音の組み合わせについては以下の<表4>の通りである。

 <表4>｢～y形の反復形｣の清音･濁音･半濁音の形式及び語彙数
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形式 例 語彙数
～y反復形(106)

の中の割合(％)

1) ｢清音y(ゃ/ゅ/ょ)｣反復形
いちゃいちゃ、しゅるしゅる、

ちょくちょく
80 75.47

2) ｢濁音y(ゃ/ゅ/ょ)｣反復形
ぐじゃぐじゃ、ぐじゅぐじゅ、

ぎょろぎょろ
23 21.70

3) ｢半濁音y(ゃ/ゅ/ょ)｣反復形
ぴょいぴょい、ぴょこぴょこ、

ぴゅーぴゅー
3 2.83

計 106 100

　<表4>をみると、｢OOy反復形(50語)｣は｢濁音+清音y｣反復形が22語(20.75%)でもっ

とも多く、次に｢清音+清音y｣反復形が14語(13.21%)、｢半濁音+清音y｣反復形が6語

(5.66%)、｢濁音+濁音y｣反復形が5語(4.72%)の順に見られた。また｢OyO反復型(39

語)｣は｢清音y+清音｣反復形が21語(19.81%)でもっとも多く、次に｢清音y+濁音｣と｢濁音

y+清音｣の反復形が各6語(5.66%)で、｢Oy-反復形(13語)｣は｢清音yー｣反復形が7語

(6.60%)、｢濁音yー｣反復形が5語(4.72%)である。また｢OOy-反復型(2語)｣は2語とも｢

清音+濁音yー｣反復形、｢Oy-O反復形(1語)は｢清音yー+濁音｣反復形、｢OyO-反復

形(1語)｣は｢清音y+濁音ー｣反復形である。

　また<表4>を｢清音y｣｢濁音y｣｢半濁音y｣の反復形にまとめると<表5>のようになる。

 <表5>｢～y形の反復形｣の清音･濁音･半濁音の形式及び語彙数

　上記の<表5>をみると、｢～y形の反復形｣の106語のうち、｢清音y(ゃ/ゅ/ょ)｣反復形が

80語で75.47％を占めており、次に｢濁音y(ゃ/ゅ/ょ)｣反復形が23語で21.70％、その次に｢

半濁音y(ゃ/ゅ/ょ)｣反復形が3語で2.83％である。この結果から、｢～y形の反復形｣の清

音･濁音･半濁音の組み合わせについては｢清音y｣｢濁音y｣｢半濁音y｣の中で｢清音y(ゃ

/ゅ/ょ)｣反復形が七割以上を占めていることがわかった7)。

　以下で｢～y形の反復形｣の各形式の例を挙げておくと次の通りである。

1)OOy反復形(50語)

 ①｢濁音+清音y｣反復形(22語): がしゃがしゃ、がちゃがちゃ、ぎちゃぎちゃ、ぐしゃぐしゃ、ぐしゅ

ぐしゅ、ぐしょぐしょ、ぐちゃぐちゃ、ぐちょぐちょ、ぐにゃぐにゃ、ごしゃごしゃ、ごちゃごちゃ、ごちょ

ごちょ、ごにょごにょ、どしゃどしゃ、ばしゃばしゃ、ばちゃばちゃ、びしゃびしゃ、びしょびしょ、

びちゃびちゃ、びちょびちょ、べちゃべちゃ、ぼちゃぼちゃ

 ②｢清音+清音y｣反復形(14語): いちゃいちゃ、うひょうひょ、かちゃかちゃ、くしゃくしゃ、くちゃく

ちゃ、くにゃくにゃ、こちょこちょ、にちゃにちゃ、ねちゃねちゃ、ふにゃふにゃ、むしゃむしゃ、む

にゃむにゃ、めちゃめちゃ、もしゃもしゃ

 ③｢半濁音+清音y｣反復形(6語): ぱしゃぱしゃ、ぱちゃぱちゃ、ぴしゃぴしゃ、ぴちゃぴちゃ、

7)拗音(ゃ/ゅ/ょ)を伴うオノマトペの形態に関する詳細なことは金昌男(2011･5)を参照していただきたい。 
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形式 例 語彙数
～r反復形(77)

の中の割合(％)

反復形全体(777)の

中の割合(％)

1)  OOr反復形  きらりきらり 52 67.53 6.69

2)  Or反復形  ぴりぴり 25 32.47 3.22

計 2形式 77 100 9.91

ぺちゃぺちゃ、ぽちゃぽちゃ

 ④｢濁音+濁音y｣反復形(5語): ぐじゃぐじゃ、ぐじゅぐじゅ、ぐじょぐじょ、ごじゃごじゃ、ぼじゃぼじゃ

 ⑤｢清音+濁音y｣反復形(3語): うじゃうじゃ、おぎゃおぎゃ、もじゃもじゃ 

2)OyO反復形(39語)

 ①｢清音y+清音｣反復形(21語): きょときょと、きょろきょろ、しゃかしゃか、しゃきしゃき、しゃらしゃ

ら、しゅるしゅる、ちゃかちゃか、ちゃきちゃき、ちゃらちゃら、ちょいちょい、ちょきちょき、ちょく

ちょく、ちょこちょこ、ちょろちょろ、にゅるにゅる、にょきにょき、にょろにょろ、ひゅるひゅる、ひょ

いひょい、ひょこひょこ、ひょろひょろ 

 ②｢清音y+濁音｣反復形(6語): しゃぶしゃぶ、しょぼしょぼ、ちゃぶちゃぶ、ちょびちょび、ちょぼ

ちょぼ、にゃごにゃご

 ③｢濁音y+清音｣反復形(6語): ぎょろぎょろ、じゃかじゃか、じゃらじゃら、じゅくじゅく、じゅわ

　 じゅわ、じょきじょき

 ④｢濁音y+濁音｣反復形(2語): じゃぶじゃぶ、じゃぼじゃぼ

 ⑤｢清音y+半濁音｣反復形(2語): ちゃぷちゃぷ、ちゃぽちゃぽ

 ⑥｢半濁音y+清音｣反復形(2語): ぴょいぴょい、ぴょこぴょこ

3)Oy-反復形(13語)

 ①｢清音yー｣反復形(7語): きゃーきゃー、きゅーきゅー、しゃーしゃー、しゅーしゅー、ちゅー  

 ちゅー、にゃーにゃー、ひゅーひゅー

 ②｢濁音yー｣反復形(5語): ぎゃーぎゃー、ぎゅーぎゅー、じゃーじゃー、じゅーじゅー、

   びゅーびゅー

 ③｢半濁音yー｣反復形(1語): ぴゅーぴゅー 

4)OOy-反復形(2語)

  ｢清音+濁音yー｣反復形(2語): おぎゃーおぎゃー、ほぎゃーほぎゃー

5)Oy-O反復形(1語)

　｢清音yー+濁音｣反復形(1語): にゃーごにゃーご

6)OyO-反復形(1語)

　｢清音y+濁音ー｣反復形(1語): にゃごーにゃごー

4.3 ｢～r形の反復形｣

　まず｢～r形の反復形｣の各形式と語彙数をみると以下の<表6>のようになる。

 <表6>｢～r形の反復形｣の形式及び語彙数
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形式  例 語彙数
｢～r形の反復形(77)｣

の中の割合(％)

1) OOr反復形(52語)

①  ｢清音+清音r｣反復形 　こくりこくり 25 32.47

②  ｢濁音+清音r｣反復形 　ばたりばたり 16 20.78

③  ｢半濁音+清音r｣反復形 　ぷかりぷかり 6 7.79

④  ｢濁音+濁音r｣反復形 　がぼりがぼり 4 5.19

⑤  ｢清音+濁音r｣反復形 　ちびりちびり 1 1.30

2) Or反復形(25語)

①  ｢濁音r｣反復形 　ぎりぎり 11 14.29

②  ｢清音r｣反復形 　こりこり 9 11.69

③  ｢半濁音r｣反復形 　ぴりぴり 5 6.49

計 77 100

　<表6>の｢～r形の反復形｣には｢OOr反復形｣と｢Or反復形｣の2形式が見られたが、そ

れぞれの形式をみると、｢OOr反復形｣が52語(67.53％)に対し、｢Or反復形｣は25語

(32.47％)で前者が後者より二倍以上多く見られている。また両者を合わせた語彙数は777

語のうち77語で9.91%を占めている。

　次に清音･濁音･半濁音の組み合わせについては以下の<表7>の通りである。

 <表7>｢～r形の反復形｣の清音･濁音･半濁音の形式及び語彙数

　上記の<表7>をみると、｢OOr反復形(52語)｣は｢清音+清音r｣反復形が25語(32.47

%)、｢濁音+清音r｣反復形が16語(20.78%)、｢半濁音+清音r｣反復形が6語(7.79%)で

｢清音+清音r｣反復形の例がもっとも多い。また｢Or反復形(25語)｣は｢濁音r｣反復形が11

語(14.29%)、｢清音r｣反復形が9語(11.69%)、｢半濁音r｣反復形が5語(6.49%)で｢濁

音r｣反復形が他よりやや多く見られている。

　また｢r｣のすぐ前にくる仮名一文字をみると、｢清音r｣の反復形が56語(72.73％)、｢濁音

r｣が16語(20.78％)、｢半濁音r｣が5語(6.49％)で、｢清音r｣のものが七割以上を占めて

いる。

　以下で、｢OOr反復形｣と｢Or反復形｣の例を挙げておく。

1)OOr反復形(52語)

 ①｢清音+清音r｣反復形(25語): からりからり、きらりきらり、くるりくるり、こくりこくり、ことりことり、

さくりさくり、すらりすらり、そよりそより、そろりそろり、たらりたらり、にたりにたり、にやりにやり、

ぬらりぬらり、ぬるりぬるり、のそりのそり、のたりのたり、のらりのらり、のろりのろり、はたりはた

り、はらりはらり、ひらりひらり、ふらりふらり、むくりむくり、ゆらりゆらり、よろりよろり

 ②｢濁音+清音r｣反復形(16語): がらりがらり、ぎらりぎらり、ぐらりぐらり、ぐるりぐるり、ごくりごく

り、ごとりごとり、ごろりごろり、じろりじろり、ずるりずるり、ばさりばさり、ばたりばたり、ぶすり

ぶすり、ぶらりぶらり、べろりべろり、ぼそりぼそり、ぼたりぼたり
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形式 例 語彙数
～n反復形(76)の

中の割合(％)

反復形全体(777)

の中の割合(％)

1) On反復形 かんかん 39 51.32 5.02

2) OOn反復形 がたんがたん 33 43.42 4.25

3) O-n反復形 こーんこーん 3 3.95 0.39

4) OnO反復形 わんさわんさ 1 1.32 0.13

計 4形式 76 100 9.78

形式 例 語彙数
｢～n形の反復形(76)｣

の中の割合(％)

1) On反復形(52語)

①  ｢清音n｣反復形  くんくん 21 27.63

②  ｢濁音n｣反復形  どんどん 13 17.11

③  ｢半濁音n｣反復形  ぴんぴん 5 6.58

2) OOn反復形(33語)

①  ｢濁音+清音n｣反復形  がちんがちん 19 25.00

 ③｢半濁音+清音r｣反復形(6語): ぷかりぷかり、ぺろりぺろり、ぽかりぽかり、ぽきりぽきり、

   ぽたりぽたり、ぽつりぽつり

 ④｢濁音+濁音r｣反復形(4語): がぼりがぼり、ぐびりぐびり、ごぼりごぼり、ざぶりざぶり

 ⑤｢清音+濁音r｣反復形(1語): ちびりちびり

2)Or反復形(25語)

 ①｢濁音r｣反復形(11語): がりがり、ぎりぎり、ぐりぐり、ごりごり、じりじり、ぞりぞり、ばりばり、

びりびり、べりべり、ぶりぶり、ぼりぼり

 ②｢清音r｣反復形(9語): かりかり、きりきり、くりくり、こりこり、ちりちり、ひりひり、みりみり、

   めりめり、もりもり

 ③｢半濁音r｣反復形(5語): ぱりぱり、ぴりぴり、ぷりぷり、ぺりぺり、ぽりぽり

4.4 ｢～n形の反復形｣

　この｢～n形の反復形(｢～n～形の反復形｣も含まれている。)｣の語彙数と割合をみると

以下のようになる。

 <表8>｢～n形の反復形｣の形式及び語彙数

上記の｢～n形の反復形｣については｢On反復形｣｢OOn反復形｣｢O-n反復形｣｢OnO

反復形｣の4形式があり、語彙数は777語のうち76語(9.78%)が見られた。また各形式の語

彙数をみると、｢On反復形｣が39語(51.32％)でもっとも多く、次に｢OOn反復形｣が33語

(43.42％)、｢O-n反復形｣が3語(3.95％)の順である。つまり｢～n形の反復形｣の場合は

主に｢On反復形｣と｢OOn反復形｣の例が多く見られている。

次に清音･濁音･半濁音の組み合わせについては<表9>のようになる。

 <表9>｢～n形の反復形｣の清音･濁音･半濁音の形式及び語彙数
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②  ｢清音+清音n｣反復形  かくんかくん 9 11.84

③  ｢半濁音+清音n｣反復形  ぱたんぱたん 4 5.26

④  ｢濁音+濁音n｣反復形  ぐでんぐでん 1 1.32

3) O-n反復形(3語)

 ｢清音ーn｣反復形  こーんこーん 3 3.95

4) OnO反復形(1語)

 ｢清音n+清音｣反復形  わんさわんさ 1 1.32

計 76 100.01

　上記の<表9>をみると、｢On反復形(52語)｣の場合は｢清音n｣反復形が21語(27.63％)

でもっとも多く、次に｢清音n｣反復形が13語(17.11％)、その次に｢半濁音n｣反復形が5語

(6.58％)である。また｢OOn反復形(33語)｣は｢濁音+清音n｣反復形が19語(25.00％)、｢

清音+清音n｣反復形が9語(11.84％)の順に、｢O-n反復形(3語)｣は｢清音ーn｣反復形

が3語(3.95％)、｢OnO反復形(1語)｣は｢清音n+清音｣反復形である。

　また｢n｣のすぐ前にくる仮名一文字のみでは、｢清音n｣の反復形が57語に対し、｢濁音n

｣の例は14語、また｢半濁音n｣の例は3語で、｢清音｣に｢n｣が付いた例が圧倒的に多く見

られている。

　次にそれぞれの形式の例は以下の通りである。

1)On反復形(39語)

 ①｢清音n｣反復形(21語): あんあん、えんえん、おんおん、かんかん、きんきん、くんくん、けん

けん、こんこん、すんすん、たんたん、ちんちん、つんつん、てんてん、とんとん、ひんひん、

ふんふん、みんみん、むんむん、りんりん、るんるん、わんわん 

 ②｢濁音n｣反復形(13語): がんがん、ぎんぎん、ぐんぐん、ごんごん、ざんざん、じんじん、ずん

ずん、でんでん、どんどん、ばんばん、びんびん、ぶんぶん、ぼんぼん

 ③｢半濁音n｣反復形(5語): ぱんぱん、ぴんぴん、ぷんぷん、ぺんぺん、ぽんぽん

2)OOn反復形(33語)

 ①｢濁音+清音n｣反復形(19語): がたんがたん、がちんがちん、がらんがらん、ぐおんぐおん、

ぐるんぐるん、げほんげほん、ごくんごくん、ごとんごとん、ごほんごほん、ごろんごろん、ずき

んずきん、ずしんずしん、どきんどきん、どしんどしん、どすんどすん、ばたんばたん、ばらん

ばらん、ぶるんぶるん、べろんべろん

 ②｢清音+清音n｣反復形(9語): えへんえへん、かくんかくん、かたんかたん、かちんかちん、

からんからん、こちんこちん、こてんこてん、すとんすとん、ちりんちりん

 ③｢半濁音+清音n｣(4語): ぱたんぱたん、ぷりんぷりん、ぷるんぷるん、ぽこんぽこん

 ④｢濁音+濁音n｣反復形(1語): ぐでんぐでん

3)O-n反復形(3語)

  ｢清音ーn｣反復形(3語): えーんえーん、けーんけーん、こーんこーん

4)OnO反復形(1語)
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形式 例 語彙数
～t反復形(46)

の中の割合(％)

反復形全体(777)

の中の割合(％)

1) Ot反復形 さっさっ 16 34.78 2.06

2) OtO反復形 ほっかほっか 16 34.78 2.06

3) OOt反復形 ごくっごくっ 5 10.87 0.64

4) OtOn反復形 どっきんどっきん 5 10.87 0.64

5) OtOr反復形 こっくりこっくり 3 6.52 0.39

6) OtOO反復形 ぎっちらぎっちら 1 2.17 0.13

計 6形式 46 100 5.92

形式 例 語彙数
｢～t形の反復形(46)｣

の中の割合(％)

1) Ot反復形(16語)

①  ｢清音t｣反復形 さっさっ 9 19.57

②  ｢半濁音t｣反復形 ぱっぱっ 5 10.87

③  ｢濁音t｣反復形 ぐっぐっ 2 4.35

2) OtO反復形(16語)

①  ｢清音t+清音｣反復形 ほっかほっか 6 13.04

②  ｢濁音t+清音｣反復形 ばったばった 5 10.87

③  ｢清音t+半濁音｣反復形 あっぷあっぷ 3 6.52

④  ｢濁音t+半濁音｣反復形 がっぽがっぽ 1 2.17

⑤  ｢半濁音t+清音｣反復形 ぴっかぴっか 1 2.17

3) OOt反復形(5語)

  ｢清音n+清音｣反復形(1語): わんさわんさ

4.5 ｢～t形の反復形｣

　この｢～t形の反復形｣8)の｢Ot反復形｣｢OtO反復形｣｢OOt反復形｣｢OtOn反復形｣｢

OtOr反復形｣｢OtOO反復形｣の語彙数をみると以下の<表10>のようになる。

 <表10>｢～t形の反復形｣の形式及び語彙数

　上記の｢～t形の反復形｣の場合は6形式があり、語彙数は777語のうち46語(5.92％)で

ある。また各形式をみると、｢Ot反復形｣と｢OtO反復形｣はそれぞれ16語で34.78％を占め

ており、次に｢OOt反復形｣と｢OtOn反復形｣が各5語(10.87％)、その次に｢OtOr反復形｣

が3語(6.52％)の順に見られた。つまり｢～t形の反復形｣においては｢Ot反復形｣と｢OtO反

復形｣の例が他の形式より多く見られている。

　また清音･濁音･半濁音の組み合わせについては<表11>の通りである。

 <表11>｢～t形の反復形｣の清音･濁音･半濁音の形式及び語彙数

8)｢～t形の反復形｣には｢～t～形の反復形｣｢～t～n形の反復形｣｢～t～r形の反復形｣が含まれてい

る。
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①  ｢濁音+清音t｣反復形 ぐらっぐらっ 2 4.35

②  ｢半濁音+清音t｣反復形 ぽたっぽたっ 2 4.35

③  ｢清音+半濁音t｣反復形 すぽっすぽっ 1 2.17

4) OtOn反復形(5語)

①  ｢濁音t+清音n｣反復形 がったんがったん 3 6.52

②  ｢清音t+清音n｣反復形 こっとんこっとん 1 2.17

③  ｢半濁音t+清音n｣反復形 ぺったんぺったん 1 2.17

5) OtOr反復形(3語)

①  ｢濁音t+清音r｣反復形 ごっとりごっとり 1 2.17

②  ｢清音t+清音r｣反復形 こっくりこっくり 1 2.17

③  ｢半濁音t+清音r｣反復形 ぽっくりぽっくり 1 2.17

6) OtOO反復形(1語)

 ｢濁音t+清音+清音｣反復形 ぎっちらぎっちら 1 2.17

計 46 99.97

  <表11>をみると、｢Ot反復形(16語)｣は｢清音t｣反復形が9語(19.57％)でもっとも多く、

次に｢半濁音t｣反復形が5語(10.87％)である。また｢OtO反復形(16語)｣は｢清音t+清音｣

反復形が6語(13.04％)、次に｢濁音t+清音｣反復形が5語(10.87％)、｢濁音t+半濁音｣

反復形が3語(6.52％)の順に見られた。さらに｢OOt反復形(5語)｣は｢濁音+清音t｣と｢半

濁音+清音t｣の反復形が各2語(4.35％)、｢OtOn反復型(5語)｣は｢濁音t+清音n｣反復

形が3語(6.52％)で、その他の形式の例はすべて1語ずつである。つまり、これらを｢t｣のす

ぐ前の仮名一文字のみで判断すると、｢清音t｣の例が24語に対し、｢濁音t｣の例は13語、

｢半濁音t｣の例は9語で、｢清音｣に｢t｣が付いた例がもっとも多く見られている。

　次に各形式の例を挙げておくと以下の通りである。

1)Ot反復形(16語)

 ①｢清音t｣反復形(9語): かっかっ、くっくっ、さっさっ、すっすっ、たったっ、ちっちっ、はっはっ、

ふっふっ、へっへっ

 ②｢半濁音t｣反復形(5語): ぱっぱっ、ぴっぴっ、ぷっぷっ、ぺっぺっ、ぽっぽっ

 ③｢濁音t｣反復形(2語): ぐっぐっ、だっだっ

2)OtO反復形(16語)

 ①｢清音t+清音｣反復形(6語): かっちかっち、こっここっこ、のっしのっし、ほっかほっか、ゆっさ

ゆっさ、わっさわっさ

 ②｢濁音t+清音｣反復形(5語): がったがった、ごっくごっく、ざっくざっく、ばっさばっさ、ばった

ばった

 ③｢清音t+半濁音｣反復形(3語): あっぷあっぷ、かっぽかっぽ、すっぱすっぱ

 ④｢濁音t+半濁音｣反復形(1語): がっぽがっぽ

 ⑤｢半濁音t+清音｣反復形(1語): ぴっかぴっか

3)OOt反復形(5語)
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形式 例 語彙数
～yn/yt/yr反復

形の中の割合(％)

反復形全体(777)

の中の割合(％)

1)  Oyn反復形 ぴょんぴょん 14 37.84 1.80

2) OyOn反復形 じゃらんじゃらん 3 8.11 0.39

3) OOyn反復形 けちょんけちょん 1 2.70 0.13

4) Oy-n反復形 びゅーんびゅーん 1 2.70 0.13

5) OynOr反復形 しょんぼりしょんぼり 1 2.70 0.13

6) Oyt反復形 ぎゅっぎゅっ 7 18.92 0.90

7) OytO反復形 しゅっぽしゅっぽ 2 5.41 0.26

8) Oyr反復形 じゃりじゃり 4 10.81 0.51

9) OyOr反復形 ひょろりひょろり 4 10.81 0.51

計 9形式 37 100 4.76

 ①｢濁音+清音t｣反復形(2語): ぐらっぐらっ、ごくっごくっ

 ②｢半濁音+清音t｣反復形(2語): ぴりっぴりっ、ぽたっぽたっ

 ③｢清音+半濁音t｣反復形(1語): すぽっすぽっ

4)OtOn反復形(5語)

 ①｢濁音t+清音n｣反復形(3語): がったんがったん、ごっとんごっとん、どっきんどっきん

 ②｢清音t+清音n｣反復形(1語): こっとんこっとん

 ③｢半濁音t+清音n｣反復形(1語): ぺったんぺったん

5)OtOr反復形(3語)

 ①｢濁音t+清音r｣反復形(1語): ごっとりごっとり

 ②｢清音t+清音r｣反復形(1語): こっくりこっくり

 ③｢半濁音t+清音r｣反復形(1語): ぽっくりぽっくり

6)OtOO反復形(1語)

  ｢濁音t+清音+清音｣反復形(1語): ぎっちらぎっちら

4.6 ｢～yn/yt/yr形の反復形｣

　本節の｢～yn/yt/yr形の反復形｣9)の｢～yn形の反復形｣には｢Oyn反復形｣｢OyOn反

復形｣｢OOyn反復形｣｢Oy-n反復形｣｢OynOr反復形｣が、｢～yt形の反復形｣には｢

Oyt反復形｣｢OytO反復形｣が、また｢～yr形の反復形｣には｢Oyr反復形｣｢OyOr反復

形｣が含まれている。それぞれの語彙数をみると以下のようになる。

 <表12>｢～yn/yt/yr形の反復形｣の形式及び語彙数

　上記の<表12>の｢～yn/yt/yr形の反復形｣の形式と語彙数をみると、9形式で語彙数

は37語(4.76％)である。つまり｢～yn形の反復形(1-5)｣が20語で、次に｢～yt形の反復

9)この｢～yn形の反復形｣には｢～y～n形の反復形｣｢～yn～r形の反復形｣が含まれており、｢～yt形

の反復形｣には｢～yt～形の反復形｣が、また｢～yr形の反復形｣には｢～y～r形の反復形｣が含ま

れている。
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形式 例 語彙数
｢～t形の反復形(37)｣

の中の割合(％)

1) Oyn反復形(14語)

①  ｢清音yn｣反復形 ちょんちょん 8 21.62

②  ｢濁音yn｣反復形 ぎゅんぎゅん 4 10.81

③  ｢半濁音yn｣反復形 ぴょんぴょん 2 5.41

2) OOyn反復形(1語)

 ｢清音+清音yn｣反復形 けちょんけちょん 1 2.70

3) OyOn反復形(3語)

①  ｢清音y+清音n｣反復形 ひょこんひょこん 1 2.70

②  ｢濁音y+清音n｣反復形 じゃらんじゃらん 1 2.70

③  ｢半濁音y+清音n｣反復形 ぴょこんぴょこん 1 2.70

4) Oy-n反復形(1語)

 ｢濁音yーn｣反復形 びゅーんびゅーん 1 2.70

5) OynOr反復形(1語)

 ｢清音yn+濁音r｣反復形 しょんぼりしょんぼり 1 2.70

6) Oyt反復形(7語)

①  ｢清音yt｣反復形 きゃっきゃっ 5

②  ｢濁音yt｣反復形 ぎゅっぎゅっ 1 2.70

③  ｢半濁音yt｣反復形 ぴゅっぴゅっ 1 2.70

7) OytO反復形(2語)

 ｢清音yt+清音｣反復形 しゅっぽしゅっぽ 2 5.41

8) Oyr反復形(4語)

①  ｢清音yr｣反復形 しゃりしゃり 2 5.41

②  ｢濁音yr｣反復形 じゃりじゃり 2 5.41

9) OyOr反復形(4語)

①  ｢清音y+清音r｣反復形 ひょろりひょろり 3 8.11

②  ｢清音y+濁音r｣反復形 ちょびりちょびり 1 2.70

計 37

形(6-7)｣が9語、その次に｢～yr形の反復形(8-9)｣が8語である。

　また形式別にみると、｢Oyn反復形｣が14語でもっとも多く、次に｢Oyt反復形｣が7語、｢

Oyr反復形｣と｢OyOr反復形｣が各4語の順に見られた。つまり｢～yn/yt/yr形の反復形｣

は｢～yn形の反復形｣の｢Oyn反復形｣の例がもっとも多く見られている。

　次に清音･濁音･半濁音の組み合わせについては<表13>の通りである。

 <表13>｢～yn/yt/yr形の反復形｣の清音･濁音･半濁音の形式及び語彙数

  <表13>をみると、｢Oyn反復形(14語)｣は｢清音yn｣反復形が8語でもっとも多く、次に｢

濁音yn｣反復形が4語、｢半濁音yn｣反復形が2語である。また｢Oyt反復形(7語)｣の｢清

音yt｣反復形が5語、｢OytO反復形(2語)｣の｢清音yt+清音｣反復形が2語、｢Oyr反復

形(4語)｣の｢清音yr｣反復形と｢濁音yr｣反復形が各2語、また｢OyOr反復形(4語)｣の｢
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清音y+清音r｣反復形が3語で、その他の形式の例は1語ずつである。つまり｢～yn/yt/yr

形の反復形｣においては｢清音｣に｢yn｣｢yt｣｢yr｣が付いた例が他より多く見られている。

　次にそれぞれの例を挙げると以下の通りである。

1)Oyn反復形(14語)

 ①｢清音yn｣反復形(8語): きゃんきゃん、しゃんしゃん、しゅんしゅん、ちゅんちゅん、ちょんちょん、

にゃんにゃん、ひゅんひゅん、ひょんひょん

 ②｢濁音yn｣反復形(4語): ぎゃんぎゃん、ぎゅんぎゅん、じゃんじゃん、びゅんびゅん

 ③｢半濁音yn｣反復形(2語): ぴゅんぴゅん、ぴょんぴょん

2)OOyn反復形(1語)

  ｢清音+清音yn｣反復形(1語): けちょんけちょん

3)OyOn反復形(3語)

 ①｢清音y+清音n｣反復形(1語): ひょこんひょこん

 ②｢濁音y+清音n｣反復形(1語): じゃらんじゃらん

 ③｢半濁音y+清音n｣反復形(1語): ぴょこんぴょこん

4)Oy-n反復形(1語)

  ｢濁音yーn｣反復形(1語): びゅーんびゅーん

5)OynOr反復形(1語)

  ｢清音yn+濁音r｣反復形(1語): しょんぼりしょんぼり

6)Oyt反復形(7語)

 ①｢清音yt｣反復形(5語): きゃっきゃっ、きゅっきゅっ、しゃっしゃっ、しゅっしゅっ、ちゅっちゅっ

 ②｢濁音yt｣反復形(1語): ぎゅっぎゅっ

 ③｢半濁音yt｣反復形(1語): ぴゅっぴゅっ 

7)OytO反復形(2語)

  ｢清音yt+清音｣反復形(2語): しゅっぽしゅっぽ、ちゃっぷちゃっぷ　

8)Oyr反復形(4語)

 ①｢清音yr｣反復形(2語): しゃりしゃり、しょりしょり

 ②｢濁音yr｣反復形(2語): じゃりじゃり、じょりじょり

9)OyOr反復形(4語)

 ①｢清音y+清音r｣反復形(3語): ひょこりひょこり、ひょろりひょろり、しゃなりしゃなり

 ②｢清音y+濁音r｣反復形(1語): ちょびりちょびり
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5.  まとめ

  以上、反復形オノマトペの形態について明らかにされたことをまとめると以下のようになる。

  1)「山口仲美(2003)」に収録されている2.033語のオノマトペのうち反復形オノマトペは

777語で38.22％を占めている。2)この777語は形態的に｢OO反復形、OOr反復形、OOy反

復形、On反復形、OyO反復形、O-反復形、OOn反復形、Or反復形、Ot反復形、OtO

反復形、Oyn反復形、Oy-反復形、Oyt反復形、OOt反復形、OtOn反復形、Oyr反復

形、OyOr反復形、OOO反復形、O-n反復形、OtOr反復形、OyOn反復形、OOy-反復

形、OytO反復形、OnO反復形、OOyn反復形、O-O-反復形、OtOO反復形、Oy-O反

復形、OyO-反復形、Oy-n反復形、OynOr反復形｣の31形式に分類できる。3)さらに31

形式は類型別に｢～O形の反復形｣｢～n形の反復形｣｢～r形の反復形｣｢～t形の反復形

｣｢～y形の反復形｣｢～yn/yt/yr形の反復形｣の6形式に分類できる。4)この6形式の語彙

数をみると、777語のうち、｢～O形の反復形｣が435語(55.98％)、｢～y形の反復形｣が

106語(13.64％)、｢～r形の反復形｣が77語(9.91%)、｢～n形の反復形｣が76語(9.78

%)、｢～t形の反復形｣が46語(5.92%)、｢～yn/yt/yr形の反復形｣が37語(4.76%)で、

｢～O形の反復形｣の例が圧倒的に多く見られている。

　5)31形式の語彙数をみると、｢OO反復形｣の例が398語(51.22％)で5割以上を占めて

いる。次に｢OOr反復形｣が52語(6.69％)、｢OOy反復形｣が50語(6.44％)、｢On反復形

｣と｢OyO反復形｣が各39語(5.02％)の順に表れている。つまり反復形オノマトペでは｢OO

反復形｣の例がもっとも多く見られている。

　6)清音･濁音･半濁音の組み合わせについては、その例がもっとも多く見られた｢OO反復

形｣は｢清音+清音｣反復形の例が他より多く見られた。また｢O-反復形｣は｢清音ー｣反復

形がもっとも多く、次に｢濁音ー｣反復形、｢半濁音ー｣反復形の順に見られた。また｢～y

形の反復形｣は｢清音｣｢濁音｣｢半濁音｣の中で｢清音｣に｢y(ゃ/ゅ/ょ)｣の付いた例が7割以

上を占めており、また｢～r形の反復形｣は｢清音｣に｢r｣の付いた例が七割以上を占めてい

る。さらに｢～n形の反復形｣は｢清音｣に｢n｣の付いた例が、また｢～t形の反復形｣は｢清音

｣に｢t｣の付いた例がもっとも多く見られた。なお｢～yn/yt/yr形の反復形｣においても｢清音｣

に｢yn｣｢yt｣｢yr｣の付いた例が他より多く見られている。つまり清音･濁音･半濁音の組み合

わせについては｢清音｣の例が｢濁音｣または｢半濁音｣の例より多く見られている。

　以上、本稿では主に反復形オノマトペの形態的な特徴を中心に考察を行ったが、今後

は形態的な違いによる意味の差についても考察を行いたい。
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要 旨
　本稿では、山口仲美(2003)に収録されている2.033語のオノマトペから抽出した反復形オノマ

トペを中心に考察を行い、以下のことがわかった。

　1)2.033語のオノマトペのうち反復形オノマトペは777語で38.22％を占めていることがわかっ

た。2)この777語の反復形オノマトペは形態的に｢OO反復形、OOr反復形、OOy反復形、On

反復形、OyO反復形、O-反復形、OOn反復形、Or反復形、Ot反復形、OtO反復形、Oyn

反復形、Oy-反復形、Oyt反復形、OOt反復形、OtOn反復形、Oyr反復形、OyOr反復

形、OOO反復形、O-n反復形、OtOr反復形、OyOn反復形、OOy-反復形、OytO反復

形、OnO反復形、OOyn反復形、O-O-反復形、OtOO反復形、Oy-O反復形、OyO-反復

形、Oy-n反復形、OynOr反復形｣の31形式に分類できる。3)さらにこの31形式は類型別に

｢～O形の反復形｣｢～n形の反復形｣｢～r形の反復形｣｢～t形の反復形｣｢～y形の反復形｣｢～

yn/yt/yr形の反復形｣の6形式に分類できる。4)この6形式の語彙数については、｢～O形の

反復形｣が435語(55.98％)でもっとも多く、次に｢～y形の反復形｣が106語(13.64％)、｢～r

形の反復形｣が77語(9.91％)、｢～n形の反復形｣が76語(9.78％)、｢～t形の反復形｣が46

語(5.92％)、｢～yn/yt/yr形の反復形｣が37語(4.76％)に見られている。

　5)また31形式の語彙数をみると、｢OO反復形｣の例が398語(51.22％)で31形式の中でもっ

とも多く、次に｢OOr反復形(52語)｣、｢OOy反復形(50語)｣、｢On反復形(39語)｣、｢OyO

反復形(39語)｣の順に見られた。

　6)清音･濁音･半濁音の組み合わせについては、その例がもっとも多い｢OO反復形｣は｢清

音+清音｣反復形が他より多く見られた。また｢O-反復形｣は｢清音ー｣がもっとも多く、｢～y形

の反復形｣は｢清音｣に｢y(ゃ/ゅ/ょ)｣の付いた例が7割以上を占めている。さらに｢～r形の反復

形｣は｢清音｣に｢r｣の付いた例が七割以上で、また｢～n形の反復形｣は｢清音｣に｢n｣の付い

た例がもっとも多く、｢～t形の反復形｣は｢t｣のすぐ前にくる仮名一文字に対しては｢清音｣に｢t｣

の付いた例がもっとも多い。なお｢～yn/yt/yr形の反復形｣においても｢清音｣に｢yn｣｢yt｣｢yr｣

の付いた例が他より多く見られた。つまり清音･濁音･半濁音の組み合わせにおいては｢清音｣

の例が｢濁音｣または｢半濁音｣の例より多く表れている。

  キーワード：反復形オノマトペ、語形、語彙数、清音、濁音、半濁音
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